
園・所 小 中 高 事

9：30～9：45 オリエンテーション 指導主事

講義 9：45～10：05
SCHOOL“S”においての個々の児童生徒の状況
に応じた具体的な支援の工夫について理解す
る。

指導主事

実習 10：15～14：15
SCHOOL“S”においての児童生徒への支援を実
際に体験する。

指導主事

講義・
協議

14：30～16：20
SCHOOL“S”における支援の体験を踏まえ、不
登校等児童生徒への多様な支援の在り方につ
いて協議する。

指導主事

16：20～16：30 研修のまとめと振り返り 指導主事

9：30～9：45 オリエンテーション 指導主事

講義 9：45～10：05
SCHOOL“S”においての個々の児童生徒の状況
に応じた具体的な支援の工夫について理解す
る。

指導主事

実習 10：15～14：15
SCHOOL“S”においての児童生徒への支援を実
際に体験する。

指導主事

講義・
演習

14：30～16：20
アセスメントや教育相談の方法について理解
したことを踏まえて演習を行う。

指導主事

16：20～16：30 研修のまとめと振り返り 指導主事

13：30～13：40 オリエンテーション 指導主事

講義・
協議

13：40～14：20
不登校等児童生徒への支援の在り方・考え方
についての講議､協議を行う。

指導主事

報告・
交流

14：30～15：20
不登校ＳＳＲ（スペシャルサポートルーム）
推進校においての不登校等児童生徒への支援
の具体について知る。

指導主事

講義・
協議

15：30～16：20

不登校ＳＳＲ（スペシャルサポートルーム）
推進校においての実践報告を踏まえ､アセスメ
ントシートの作成・活用についての講義、協
議を行う。

指導主事

16：20～16：30 研修のまとめと振り返り 指導主事

令和７年度専門講座（学びプラス）実施計画【児童生徒支援】

種類
講座番
号

講座名

対象

受講対象
実施
方法 会場 講座のねらい

募集
人数
(人)

回数
(回)

準備物・注意事項日時 講師名形態 時間帯

そ
の
他

基
礎
・
充
実

200

児童生徒支援
「SCHOOL“S”で
児童生徒にかか
わり、ともに考
えよう！　～ど
う考えたらいい
の？　不登校等
児童生徒への支
援　～」講座

○

発
展

201

児童生徒支援
「SCHOOL“S”で
児童生徒にかか
わり、ともに考
えよう！
～アセスメント
に基づいた個別
サポート計画の
作成～」講座

○

○ ○
受講対象に制
限はありませ
ん。

対
面

広島県教育
支援セン
ターSCHOOL
“S”

○
受講対象に制
限はありませ
ん。

5

Ａ：令和７年６月18日（水）
Ｂ：令和７年７月９日（水）
Ｃ：令和７年９月10日（水）
Ｄ：令和７年10月８日（水）
Ｅ：令和７年11月12日（水）
Ｆ：令和７年12月10日（水）
Ｇ：令和８年１月15日（木）
Ｈ：令和８年２月12日（木）
　　　9：30～16：30

　SCHOOL“S”においての実習及
び協議、講義を通して、不登校
等児童生徒への支援の在り方に
ついて理解することで、所属校
における不登校等児童生徒への
支援体制の構築及び支援の充実
を図ることができる。

個別最適な学び担当

対
面

広島県教育
支援セン
ターSCHOOL
“S”

同一
３

○

○ ○

【準備物】
実習（運動等）に適し
た服装（全ての内容を
実習の際に使用する服
装で受講をお願いしま
す。更衣室はありませ
ん。）

個別最適な学び担当

個別最適な学び担当

個別最適な学び担当

個別最適な学び担当

個別最適な学び担当

5
同一
４

Ａ：令和７年７月23日（水）
Ｂ：令和７年10月22日（水）
Ｃ：令和７年12月17日（水）
Ｄ：令和８年２月26日（木）
　　　9：30～16：30

○ ○

Ａ：令和７年○月○日（○）
Ｂ：令和７年○月○日（○）
Ｃ：令和７年○月○日（○）
　　　　※調整中※
　　　13：30～16：30

基
礎
・
充
実
・
発
展

202

児童生徒支援
「ここに注目！
ＳＳＲにおける
支援のポイント
～安全・安心で
児童生徒が成長
できるＳＳＲと
するために～」
講座

○ ○ ○ ○ ○
受講対象に制
限はありませ
ん。

対
面

不登校ＳＳ
Ｒ推進校の
３校

内容 講師所属

【準備物】
実習（運動等）に適し
た服装（全ての内容を
実習の際に使用する服
装で受講をお願いしま
す。更衣室はありませ
ん。）

同一
８

　不登校ＳＳＲ（スペシャルサ
ポートルーム）推進校において
の実践報告及び協議・交流・講
義を通して、不登校等児童生徒
への支援の在り方・考え方につ
いて理解し、所属校における不
登校等児童生徒への支援の在り
方・考え方を深め、拡げること
ができる。

個別最適な学び担当

　SCHOOL“S”においての実習及
び講義、演習を通して、不登校
等児童生徒への支援の実際やア
セスメント等について理解する
ことで、所属校における不登校
等児童生徒への支援体制の構築
及び支援の充実を図ることがで
きる。

個別最適な学び担当

個別最適な学び担当

個別最適な学び担当

個別最適な学び担当

個別最適な学び担当

個別最適な学び担当

個別最適な学び担当

個別最適な学び担当

12


